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光
明
皇
后
筆「
楽
毅
論
」に
見
え
る
重
文
符
号

　

は
じ
め
に

　
「
楽
毅
論
」
は
、
三
国
魏
の
夏
侯
玄
（
二
〇
九
～
二
五
四
）
撰
述
の
評
論
で
あ
る
。

戦
国
時
代
燕
の
将
軍
楽
毅
（
前
三
世
紀
）
は
、
斉
と
の
戦
争
で
圧
倒
的
勝
利
を
収
め

な
が
ら
も
莒き
ょ
と
即そ
く
ぼ
く墨
と
い
う
二
城
を
敢
え
て
攻
略
し
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
、
夏
侯
玄
は
、
同
時
代
の
論
者
に
よ
る
否
定
的
評
価
に
異
を
唱
え
、
楽
毅
に
は
自

ら
が
仕
え
る
燕
の
昭
王
の
仁
徳
を
斉
人
に
示
し
、感
化
に
よ
る
帰
順
を
促
す
政
治
的
・

戦
略
的
意
図
が
あ
っ
た
と
論
じ
、
断
じ
て
愚
策
で
は
な
か
っ
た
と
結
論
す
る
。

　

こ
の
夏
侯
玄
撰
述
の
「
楽
毅
論
」
で
あ
る
が
、
中
国
文
化
史
上
は
書
聖
王
羲
之

（
三
〇
三
～
三
六
一
）
に
よ
り
書
写
さ
れ
た
「
楽
毅
論
」（
以
下
、
王
書
「
楽
毅
論
」

と
略
称
）
と
し
て
の
知
名
度
の
方
が
遥
か
に
高
い
。
王
書
「
楽
毅
論
」
は
、智
永
（
陳

～
隋
の
僧
、王
羲
之
の
七
世
孫
）
の
「
題
右
軍
楽
毅
論
後
（『
法
書
要
録
』
巻
二
所
収
）」

に「
正
書
第
一（
正
書
の
第
一
）」と
称
さ
れ
た
よ
う
に
、楷
書
の
筆
頭
と
し
て
尊
ば
れ
、

学
び
続
け
ら
れ
て
き
た
。
他
の
王
羲
之
の
書
と
同
様
、
真
蹟
は
今
に
伝
わ
ら
ず
、
現

存
す
る
多
数
の
臨
模
本
に
つ
い
て
、
伝
来
上
の
正
統
性
や
書
法
上
の
優
劣
が
様
々
に

論
じ
ら
れ
て
い
る
。
我
が
国
に
お
い
て
も
、王
書「
楽
毅
論
」は
早
く
に
将
来
さ
れ
、

学
ば
れ
て
い
た
。
正
倉
院
伝
存
の
御
物
、
光
明
皇
后
（
七
〇
一
～
七
六
〇
）
臨
写

本
に
、
そ
の
事
実
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
（
図
1
）。
光
明
皇
后
は
、
若
年
よ
り

王
羲
之
の
書
を
学
ん
だ
（
（
（

。
当
該
臨
写
本
は
、
そ
の
奥
書
に
よ
れ
ば
天
平
一
六
年

（
七
四
四
）、皇
后
四
四
歳
の
頃
の
臨
書
で
あ
る
。
後
の
天
平
勝
宝
八
年（
七
五
六
）、

時
に
皇
太
后
で
あ
っ
た
光
明
皇
后
は
、
先
帝
（
聖
武
天
皇
）
供
養
を
主
目
的
に
国

家
の
珍
宝
を
盧
舎
那
仏
（
大
仏
）
に
奉
献
し
た
が
、
そ
の
際
に
他
の
御
物
と
と
も

に
東
大
寺
へ
と
献
納
さ
れ
た
こ
と
が
、『
東
大
寺
献
物
帳
』
天
平
勝
宝
八
年
六
月

二
一
日
の
条
（『
大
日
本
古
文
書
』
巻
四
、一
二
一
～
一
七
五
頁
）
に
よ
っ
て
知
ら

れ
る
。

　

王
書
「
楽
毅
論
」
の
書
法
上
の
確
固
た
る
地
位
は
、
現
在
で
も
揺
る
ぎ
な
く
研

究
も
数
多
い
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
藝
術
学
上
の
観
点
か
ら
為
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
は
、
王
書
「
楽
毅
論
」
の
書
法
藝
術
上
の
地
位
に
鑑
み
れ
ば
、
何
ら
怪
し
む

と
こ
ろ
で
は
な
い
。
し
か
し
、一
方
で
王
書
の
本
文
に
着
目
し
た
考
察
と
な
る
と
、

や
や
等
閑
に
付
さ
れ
る
嫌
い
が
あ
る
。
全
篇
に
わ
た
っ
て
本
文
の
異
同
に
触
れ
た
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図 1　光明皇后御書楽毅論『第六十一回「正倉院展」目録』（奈良国立博物館，2009 年）
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［光明皇后筆「楽毅論」に見える重文符号］……大渕貴之

も
の
と
し
て
は
、
管
見
の
限
り
、
藤
原
有
仁
氏
に
よ
る
訳
注
（
（
（

並
び
に
桃
山
艸
介
氏
の

訳
注
（
（
（

を
挙
げ
得
る
の
み
で
あ
る
。
因
み
に
こ
の
二
者
の
内
、
本
稿
で
は
全
面
的
か
つ

詳
細
な
指
摘
を
行
な
う
藤
原
氏
の
訳
注
を
以
下
に
取
り
上
げ
た
い
。

　

書
法
藝
術
の
重
要
作
品
で
あ
る
王
書
「
楽
毅
論
」
に
つ
い
て
、
藝
術
上
の
観
点
を

用
い
ず
に
、
本
文
上
の
観
点
か
ら
考
察
を
加
え
る
こ
と
は
、
従
来
意
義
有
る
こ
と
と

は
見
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
同
時
に
、夏
侯
玄
撰
述
「
楽
毅
論
」

の
本
文
批
判
を
行
な
う
上
で
は
、
よ
り
文
意
が
明
快
で
誤
脱
が
少
な
い
と
考
え
ら
れ

る
『
史
記
』
の
裴
駰
（
南
朝
宋
［
四
二
四
～
四
七
九
］
の
人
、
生
卒
年
未
詳
）
集
解

所
引
の
本
文
を
基
本
と
し
て
、
唐
の
最
初
期
に
成
立
し
た
勅
撰
類
書
『
藝
文
類
聚
』

巻
二
二
、
人
部
六
、
品
藻
に
採
録
さ
れ
た
本
文
が
参
照
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、

書
藝
作
品
と
し
て
認
識
さ
れ
る
王
書
「
楽
毅
論
」
の
諸
臨
模
本
は
、
さ
ほ
ど
重
要
視

さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

正
倉
院
に
伝
存
す
る
光
明
皇
后
御
筆
の
臨
写
本
に
は
、
他
の
臨
模
本
に
は
無
い
特

徴
を
持
つ
一
句
が
存
在
す
る
。
わ
ず
か
一
句
で
は
あ
る
も
の
の
、
臨
模
を
重
ね
る
う

ち
に
変
容
し
て
い
っ
た
王
書
「
楽
毅
論
」
当
該
句
の
原
型
に
も
迫
り
う
る
重
要
な
異

同
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
異
同
に
は
、
版
本
以
前
、
写
本
に
よ
っ
て
テ
キ
ス
ト
が
流

通
、
伝
存
し
て
い
た
時
代
に
お
け
る
書
写
上
の
習
慣
の
点
で
も
注
目
す
べ
き
特
徴
が

備
わ
る
。

　

夏
侯
玄
撰
述
「
楽
毅
論
」
の
本
文
と
し
て
、『
史
記
』
裴
駰
集
解
所
引
の
本
文
が

優
れ
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。
し
か
し
裴
駰
集
解
所
引
の
「
楽
毅
論
」
に
つ
い
て
、

南
宋
刊
『
史
記
』
三
家
注
本
よ
り
以
前
に
遡
っ
て
、
本
文
が
如
何
に
作
ら
れ
て
い
た

か
を
知
る
由
は
な
い
。
刊
本
以
前
の
本
文
に
つ
い
て
、
そ
の
書
写
の
具
体
的
様
相
を

知
り
う
る
点
で
も
光
明
皇
后
臨
写
本
は
興
味
深
い
。
従
来
、
中
国
学
に
於
い
て
本
文

研
究
の
中
心
は
版
本
で
あ
り
、
近
年
漸
く
に
し
て
写
本
、
殊
に
日
本
の
古
鈔
本
の
有

用
性
、
優
位
性
へ
の
認
識
が
高
ま
っ
て
き
た
。
本
稿
の
指
摘
は
些
細
な
も
の
で
は
あ

る
も
の
の
、
写
本
一
般
の
研
究
上
、
ま
た
日
本
古
鈔
本
の
学
術
的
価
値
を
示
す
上
で
、

一
定
の
意
義
を
有
す
る
も
の
と
考
え
る
。

一
、
光
明
皇
后
臨
写
本
「
千
載
一
遇
」
句
に
見
え
る
「
ヽ
」

　

問
題
と
な
る
異
同
は
、「
楽
毅
論
」冒
頭
よ
り
さ
ほ
ど
遠
く
な
い
位
置
に
現
れ
る「
千

載
一
遇
」
句
に
見
ら
れ
る
。
当
該
句
を
考
察
す
る
上
で
必
要
と
な
る
文
脈
を
把
握
す

る
意
味
で
も
、
煩
を
厭
わ
ず
文
頭
よ
り
問
題
と
な
る
箇
所
ま
で
を
以
下
に
引
用
し
た

い
。
な
お
、引
用
の
テ
キ
ス
ト
は
光
明
皇
后
臨
写
本
に
拠
り
、冒
頭
三
文
字
目
の「
多
」

字
は
諸
法
帖
に
従
い
補
っ
た
。
ま
た
適
宜
句
読
点
等
を
加
え
、
改
行
を
施
す
（
以
下

同
じ
）。Ａ

世
人
（
多
）
以
樂
毅
不
時
拔
莒
・
卽
墨
爲
劣
。
是
以
敍
而
論
之
。

Ｂ
夫
求
古
賢
之
意
、
宜
以
大
者
・
遠
者
先
之
。
必
迂
迴
而
難
通
、
然
後
已
焉

可
也
。
今
樂
氏
之
趣
、
或
者
其
未
盡
乎
、
而
多
劣
之
。
是
使
前
賢
失
指
於
將
來
。

不
亦
惜
哉
。

Ｃ
觀
樂
生
遺
燕
惠
王
書
、
其
殆
庶
乎
機
、
合
乎
道
、
以
終
始
者
與
。
其
喩
昭

王
曰
、「
伊
尹
放
大
甲
而
不
疑
、
大
甲
受
放
而
不
怨
。
是
存
大
業
於
至
公
、
而

以
天
下
爲
心
者
也
。」
夫
欲
極
道
之
量
、務
以
天
下
爲
心
者
、必
致
其
主
於
盛
隆
、

合
其
趣
於
先
王
。
苟
君
臣
同
符
、
斯
大
業
定
矣
。

Ｄ
于
斯
時
也
、樂
生
之
志
千
ヽ
載
ヽ
一
ヽ
遇
ヽ
也
。
亦
將
行
千
載
一
隆
之
道
。

豈
其
局
蹟
當
時
、
止
於
兼
幷
而
已
哉
。
…
…

Ａ
世
人 

多
く
楽
毅
の
時
に
莒き
ょ
・
即そ
く
ぼ
く墨
を
抜
か
ざ
る
を
以
て
劣
れ
り
と
為
す
。

是こ
こ
を
以
て
叙の

べ
て
之
を
論
ぜ
ん
。

Ｂ
夫そ

れ
古
賢
の
意
を
求
む
る
に
は
、
宜よ
ろ
し
く
大
な
る
者
・
遠
な
る
者
を
以
て

之
を
先
に
す
べ
し
。
必
ず
迂
廻
し
て
通
じ
難
き
も
、
然し
か
る
後
に
焉こ
こ
に
已や

め
ん

は
可
な
り
。
今 

楽
氏
の
趣
、
或
る
者
は
其
れ
未
だ
尽
く
さ
ず
し
て
、
多
く
之

を
劣
れ
り
と
す
。
是こ
れ 

前
賢
を
し
て
指む
ね
を
将
来
に
失
わ
し
む
。
亦ま

た
惜
し
か
ら

ず
や
。
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Ｃ
楽
生
の
燕
恵
王
に
遺お
く

る
書
を
観み

れ
ば
、
其
れ
殆ほ
と
んど

機
に
庶ち
か

く
、
道
に
合か
な

い
、
以
て
終
始
す
る
者
か
。
其
れ
昭
王
に
喩さ
と
し
て
曰
く
、「
伊
尹
は
大
甲
を
放

ち
て
疑
わ
ず
、
大
甲
は
放
た
る
る
を
受
け
て
怨
ま
ず
。
是こ
れ

大
業
を
至
公
に
存あ

ら
し
め
、而
し
て
天
下
を
以
て
心
と
為
す
者
な
り
」
と
。
夫そ

れ
道
の
量
を
極
め
、

務
め
て
天
下
を
以
て
心
と
為
さ
ん
と
欲
す
る
者
な
れ
ば
、
必
ず
其
の
主
を
盛

隆
に
致
し
、其
の
趣
を
先
王
に
合か
な

う
る
な
り
。苟
い
や
し
くも

君
臣 

符
を
同
じ
く
す
れ
ば
、

斯こ
こ

に
大
業 
定
ま
れ
り
。

Ｄ
斯こ

の
時
に
于お
い

て
や
、
楽
生
の
志
は
千
載
一
遇
に
し
て
千
載
一
遇
な
り
。
亦

た
将ま
さ

に
千
載
一
隆
の
道
を
行
わ
ん
と
す
。
豈あ

に
其
れ
当
時
に
局
蹟
し
、
兼
并

に
止と
ど

ま
る
の
み
な
ら
ん
や
。
…
…

　

当
時
の
論
者
の
楽
毅
批
判
に
対
し
、
論
駁
を
加
え
る
宣
言
（
Ａ
）
に
導
か
れ
、
ま

ず
先
賢
の
考
え
は
大
局
的
視
点
で
捉
え
る
べ
き
で
あ
り
、
凡
人
に
解
し
が
た
い
の
は

仕
方
な
い
と
し
て
も
、
思
考
を
尽
く
さ
な
い
ま
ま
楽
毅
の
意
図
を
愚
昧
で
あ
っ
た
と

結
論
す
る
の
は
、
楽
毅
に
し
て
み
れ
ば
、
後
の
世
に
な
っ
て
主
君
の
意
志
に
背
い
た

と
の
あ
ら
ぬ
汚
名
を
着
せ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
甚
だ
残
念
で
あ
る
と
述
べ
始
め
ら

れ
る
（
Ｂ
）。
続
け
て
、
生
前
の
昭
王
に
対
す
る
言
葉
や
、
昭
王
の
後
を
受
け
た
恵

王
に
対
す
る
書
状
か
ら
、
楽
毅
は
仁
道
に
よ
る
治
政
の
奥
深
さ
を
極
め
、
私
心
無
く

天
下
の
大
事
を
自
ら
の
務
め
と
し
て
励
ん
だ
と
し
、
主
君
を
隆
盛
へ
と
導
く
、
ま
さ

に
昭
王
と
志
一
つ
の
人
物
で
あ
っ
た
と
積
極
的
に
評
価
す
る
（
Ｃ
）。
そ
し
て
、
こ

の
哲
学
の
一
致
す
る
君
主
（
昭
王
）
に
巡
り
会
っ
た
楽
毅
が
、
莒
・
即
墨
の
二
城
を

攻
略
し
な
か
っ
た
真
意
に
つ
い
て
、
い
よ
い
よ
本
論
の
展
開
を
始
め
よ
う
か
と
い
う

部
分
（
Ｄ
）
に
、
一
考
を
要
す
る
テ
キ
ス
ト
異
同
が
見
ら
れ
る
。
先
に
引
用
し
た
本

文
中
、
傍
線
を
付
し
た
「
樂
生
之
志
千
ヽ
載
ヽ
一
ヽ
遇
ヽ
也
」
が
そ
れ
で
あ
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
藤
原
氏
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
（
（
（

。

　
　

千
載
一
遇
也
亦
将
行
千
載
一
隆
之
道

『
史
記
』
集
解
本
は
こ
の
個
所
を
「
千
載
一
遇
、
夫
千
載
一
遇
之
世
、
亦
将
行

千
載
一
隆
之
道
」
に
作
る
。
諸
法
帖
本
の
う
ち
、『
宋
拓
宝
晋
斎
帖
』（
中
華
書

局
影
印
本
、
一
九
六
二
年
）
所
収
本
は
、
上
の
「
千
載
一
遇
」
の
毎
字
に
加
点

が
あ
り
、
我
が
光
明
皇
后
の
臨
本
と
伝
え
る
も
の
に
も
加
点
が
あ
る
。
ま
た

『
戯
鴻
堂
帖
』
所
収
本
に
も
一
部
加
点
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
『
史

記
』
集
解
本
に
あ
る
畳
句
を
示
し
た
も
の
で
、
王
羲
之
の
真
蹟
に
は
当
然
加
点

が
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
…
…

　

藤
原
氏
の
指
摘
通
り
、『
史
記
』
楽
毅
伝
に
引
く
裴
駰
の
集
解
に
は
、

　
　

于
斯
時
也
、樂
生
之
志
千
載
一
遇
。夫
千
載
一
遇
之
世
、亦
將
行
千
載
一
隆
之
道
。

　

斯こ

の
時
に
于お
い
て
や
、
楽
生
の
志
は
千
載
一
遇
。
夫そ

れ
千
載
一
遇
の
世
に
、
亦

た
将ま
さ

に
千
載
一
隆
の
道
を
行
わ
ん
と
す
。

と
あ
る
。
ま
た
、「
諸
法
帖
本
」
に
つ
い
て
は
、
氏
の
参
照
さ
れ
た
諸
法
帖
が
具
体

的
に
い
ず
れ
を
指
す
か
詳
ら
か
で
は
な
い
。
王
書
「
楽
毅
論
」
に
は
、
唯
一
の
宋
拓

で
あ
る
『
宋
拓
宝
晋
斎
帖
』（
上
海
図
書
館
所
蔵
）
本
の
ほ
か
、
明
刻
以
下
が
多
数

存
在
す
る
。
本
論
で
は
、『
宋
拓
宝
晋
斎
帖
』
本
（
北
京
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二

年
影
印
）
の
ほ
か
、
飯
島
太
千
雄
編
著
『
楽
毅
論
集
（
（
（

』
に
影
印
さ
れ
、
同
書
所
収
の

立
石
光
司
「
楽
毅
論
小
稿
（
（
（

」
に
王
書
「
楽
毅
論
」
の
代
表
的
法
帖
と
解
説
さ
れ
る
、

元
祐
秘
閣
帖
本
、
余
清
斎
帖
本
、
越
州
石
氏
本
、
晋
唐
小
楷
帖
本
、
戯
鴻
堂
帖
本
の

五
種
を
加
え
た
、
合
計
六
種
の
法
帖
を
参
照
し
た
。
そ
の
結
果
は
、
以
下
の
通
り
で

あ
る
。

国立歴史民俗博物館研究報告
第 198集　2015年 12月



69

［光明皇后筆「楽毅論」に見える重文符号］……大渕貴之

　
　
『
宋
拓
宝
晋
斎
帖
』
本
：	

千
ヽ
載
ヽ
一　

遇
△
也　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
△
は
、
僅
か
に
痕
跡
を
留
め
る
。

　
　

元 

祐 

秘 

閣 

帖 

本 

：	

千　

載　

一　

遇　

也

　
　

余  

清  

斎  

帖  

本 

：	

千　

載　

一　

遇　

也

　
　

越  

州  

石  

氏  

本 

：	

千　

載　

一　

遇　

也

　
　

晋 
唐 

小 

楷 

帖 

本 

：	

千　

載　

一　

遇　

也

　
　

戯  
鴻  
堂  

帖  

本 

：	

千　

載
ヽ
一
ヽ
遇　

也

　

藤
原
氏
の
指
摘
通
り
、
戯
鴻
堂
帖
本
に
は
、「
ヽ
」
が
「
載
」・「
一
」
両
字
の
後

に
附
さ
れ
、「
一
部
加
点
の
痕
跡
」
と
も
言
え
る
情
況
で
あ
る
。『
宋
拓
宝
晋
斎
帖
』

本
に
つ
い
て
は
、
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
な
「
千
載
一
遇
」
毎
字
の
加
点
は
見
受
け
ら

れ
な
い
。
筆
者
は
藤
原
氏
参
照
の
中
華
書
局
影
印
本
（
一
九
六
二
年
）
を
未
見
で
あ

る
が
、
中
華
書
局
影
印
本
、
北
京
古
籍
出
版
社
影
印
本
と
も
に
上
海
図
書
館
所
蔵
本

の
影
印
で
あ
る
。詳
細
な
事
情
に
つ
い
て
は
判
断
し
か
ね
る
。と
も
か
く
、藤
原
氏
は
、

集
解
本
に
見
え
る
「
千
載
一
遇
」
の
繰
り
返
し
（
前
引
傍
線
部
）
に
着
目
し
、
一
部

法
帖
と
光
明
皇
后
臨
写
本
の「
千
載
一
遇
」句
に
見
え
る
加
点
や
そ
の
痕
跡
か
ら
、「
千

載
一
遇
」
は
本
来
「
千
ヽ
載
ヽ
一
ヽ
遇
ヽ
」
に
作
ら
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
王
羲
之

の
真
蹟
も
同
様
に
四
字
全
て
に
加
点
を
伴
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
と
結
論
さ
れ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
藤
原
氏
は
、
従
来
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
問

題
を
提
起
し
、
実
に
興
味
深
い
結
論
を
導
き
出
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
加
点
「
ヽ
」

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
真
に
同
字
反
復
を
示
す
記
号
で
あ
る
の
か
、
従
来
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

二
、
重
文
符
号
と
し
て
の
「
ヽ
」

　

同
字
反
復
を
示
す
記
号
に
つ
い
て
は
、中
国
に
お
い
て「
重
文
号（chóngw

énhào

（
（
（

）・

重
文
符
号
（chóngw

énfúhào

）」
と
称
さ
れ
（
本
稿
で
は
「
重ち
ょ
う
ぶ
ん
文
符
号
」
の
用
語

を
使
用
す
る
）、
記
号
の
意
味
や
使
用
法
に
関
す
る
論
著
も
数
多
く
見
ら
れ
る
（
（
（

。
そ

れ
ら
先
行
研
究
に
挙
が
る
重
文
符
号
の
様
式
は
「
＝
」、「
〻
」、「
く
」、「
又
」、「
‥
」

が
全
て
で
あ
り
、
唯
一
、
任
遠
氏
の
論
考
（
註
８
参
照
）
に
、

在

许
多
不
同
样
式
的
重
文
符
号
中
，
两
点
『
‥
』（
即
两
画
『
＝
』
的
形

）

使
用
最
为
广
泛
，
明
清
时
期
也
有
人
省
作
一
点
『
ヽ
』，
…
…

と
あ
り
、
重
文
符
号
は
二
点
（「
‥
」
や
「
〻
」）
が
最
も
多
用
さ
れ
る
こ
と
、
明
清

期
に
は
省
略
形
と
し
て
「
ヽ
」
の
使
用
例
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
た
だ
し
、

こ
れ
も
あ
く
ま
で
明
清
時
期
の
一
部
文
献
に
看
取
さ
れ
る
と
の
限
定
付
き
で
あ
る
。

そ
れ
よ
り
前
の
時
代
に
於
い
て
ど
う
で
あ
っ
た
か
、
言
及
は
な
さ
れ
な
い
。

　

そ
こ
で
筆
者
は
試
み
に
『
宋
拓
宝
晋
斎
法
帖
』
所
収
の
王
羲
之
書
並
び
に
そ
の
他

の
書
法
藝
術
上
重
要
視
さ
れ
る
代
表
的
真
蹟
資
料
（
（
（

を
対
象
に
調
査
を
行
な
い
、
光
明

皇
后
臨
写
の
王
書
「
楽
毅
論
」
以
外
に
重
文
符
号
と
し
て
の
「
ヽ
」
の
使
用
例
を
見

出
し
た
。
網
羅
的
な
調
査
で
は
な
い
も
の
の
、
限
ら
れ
た
調
査
範
囲
で
あ
っ
て
も
重

文
符
号
と
し
て
用
い
ら
れ
る
「
ヽ
」
を
見
出
し
得
た
こ
と
は
、
却
っ
て
こ
の
用
法
が

あ
る
程
度
一
般
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
圧
倒
的
に
高
い

使
用
頻
度
を
持
つ
二
点
の
「
〻
」
や
「
‥
」
の
影
と
な
り
、
そ
の
存
在
に
注
目
が
及

ば
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
用
例
で
あ
る
が
、
王
羲
之
の
書
で
は
、「
官
奴
帖
」
並
び
に
「
旧
志
帖
」
に

見
え
る
各
一
例
を
挙
げ
う
る
（
図
2
）。「
官
奴
帖
」
に
は
、「
頭 

〻 

癰 

ヽ
」
と
あ
り
、

「
頭
癰
」
を
反
復
さ
せ
る
に
あ
た
っ
て
、「
〻
」
と
「
ヽ
」
と
を
併
用
す
る
。

　

ま
た
、
王
書
以
外
の
例
と
し
て
、
図
3
に
3
例
を
挙
げ
る
。
初
唐
の
三
大
家
に
数

え
ら
れ
る
欧
陽
詢
や
、宋
四
大
家
の
一
人
で
あ
る
蘇
軾
と
い
っ
た
書
の
名
家
を
始
め
、

南
宋
理
宗
期
に
宰
相
で
あ
っ
た
鄭
清
之
に
も
用
例
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
「
ヽ
」
を
重
文
符
号
と
見
る
こ
と
に
問
題
は
な
く
、
藤
原
氏
の
指
摘
通
り
「
千
ヽ

載
ヽ
一
ヽ
遇
ヽ
也
」
は
、「
千
載
一
遇
」
を
反
復
さ
せ
て
「
千
載
一
遇
千
載
一
遇
也
」

と
読
め
そ
う
で
あ
る
。し
か
し
、問
題
は
こ
れ
で
全
て
解
決
す
る
わ
け
で
は
な
い
。「
千
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図２　『宝晋斎帖』所収王羲之書に見える重文符号「ヽ」　『宋拓宝晋斎帖』（北京古籍出版社，1992年）

「
官
奴
帖
」

　
　
　
　
　

轉    　
　
　
　

  

篤      　
　
　
　

 

又   　
　
　
　

  

苦      　
　
　
　

 

頭 　
　

   

〻  　
　

癰　
　

 　

ヽ  　
　

 

以 　
　
　

   

潰      　
　
　

 　

 

尚    　
　

不 

「
旧
志
帖
」

　
　
　
　
　
　
　
　

舊       　
　
　
　
　
　

 

志   　
　
　
　

ヽ     　
　
　

道     　
　
　
　
　
　
　

  

意    　
　
　
　
　

 

甚     　
　
　
　
　
　

  

勤     　
　
　
　

  　
　

 

至
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［光明皇后筆「楽毅論」に見える重文符号］……大渕貴之

三
（
南
宋
）
鄭
清
之
「
宋
徽
宗
『
行
書
蔡
行
勅
』
識
語
」（
遼
寧
省
博
物
館
所
蔵
）

　
　
　
　
　

重   　
　
　
　

永 　

 　

ヽ 　
　
　

其   　
　

 　

藏    　
　
　
　

用   　
　
　
　

是    　
　
　
　
　

書  　
　

 　

之  　
　
　

以  　
　
　

誌    　
　
　
　
　

景　
　
　

図３　王羲之書以外に見える重文符号「ヽ」　 同朋舎出版・文物出版社編『中国真蹟大観』（同朋舎出版，1995年）

一
（
初
唐
）
欧
陽
詢
「
行
書
卜
商
帖
」（
故
宮
博
物
院
所
蔵
）

　
　
　

卜     　
　
　
　

商     　
　
　
　
　

 

讀      　
　
　
　
　

 

書       　
　
　
　
　
　

畢     　
　
　
　
　

 

見      　
　
　
　
　

孔   　
　
　

ヽ    　
　
　

 

子  　
　
　

 

ヽ

二
（
北
宋
）
蘇
軾
「
行
書
答
謝
民
師
論
文
帖
」（
上
海
博
物
館
所
蔵
）

　
　
　

賤   　
　
　
　

 

也   　

 　
　

紛  　
　
　

 

ヽ   　

  　

 

多   　
　
　
　

 

言   　
　
　
　

 

豈    　
　
　
　
　

 

能    　
　
　
　
　

 

有      　
　
　
　

益    　
　
　
　
　

於　
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載
一
遇
」
の
四
字
を
反
復
さ
せ
た
と
し
て
、
そ
の
場
合
、
文
意
は
素
直
に
通
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
ま
た
、王
羲
之
の
真
蹟
は
、光
明
皇
后
臨
写
本
の
如
き
「
樂
生
之
志
千
ヽ

載
ヽ
一
ヽ
遇
ヽ
也
」で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
更
に
踏
み
込
ん
で
検
討
し
て
み
た
い
。

三
、『
史
記
』
集
解
本
の
形
か
ら
の
転
訛
過
程

　

光
明
皇
后
臨
写
本
を
重
文
符
号
に
従
っ
て
読
む
通
り
に
書
き
下
せ
ば
、
以
下
の
よ

う
に
な
る
。
や
や
前
後
の
文
脈
を
伴
う
か
た
ち
で
示
し
て
み
よ
う
。

　
　

于
斯
時
也
、
樂
生
之
志
千
載
一
遇
、
千
載
一
遇
也
。
亦
將
行
千
載
一
隆
之
道
。

斯こ

の
時
に
于お
い

て
や
、
楽
生
の
志
は
千
載
一
遇
に
し
て
、
千
載
一
遇
な
り
。
亦

た
将ま
さ

に
千
載
一
隆
の
道
を
行
わ
ん
と
す
。

　

文
意
を
取
れ
ば
、「
最
高
の
主
君
に
巡
り
会
っ
た
、
そ
の
時
、
楽
毅
の
志
は
千
年

に
一
度
の
好
機
、
千
年
に
一
度
の
好
機
に
巡
り
合
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
時
機
を
逃

さ
ず
千
年
に
一
度
の
隆
盛
に
い
た
る
仁
道
を
実
践
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。」
と

な
る
。
楽
毅
が
ま
た
と
な
い
機
会
に
巡
り
合
っ
た
こ
と
を
強
調
し
て
「
千
載
一
遇
千

載
一
遇
也
（
千
載
一
遇
に
し
て
千
載
一
遇
な
り
）」
と
表
現
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ

た
か
も
知
れ
な
い
が
、
稀
な
行
文
で
あ
り
不
自
然
さ
を
免
れ
な
い
。
ま
た
、「
千
載

一
遇
」
を
反
復
さ
せ
る
べ
き
重
要
な
論
拠
と
な
る
『
史
記
』
集
解
本
と
の
異
同
も
解

決
さ
れ
な
い
。

　

そ
こ
で
筆
者
は
、
夏
侯
玄
撰
「
楽
毅
論
」
の
原
型
は
『
史
記
』
集
解
の
本
文
で
あ

る
と
仮
定
し
た
上
で
、「
千
ヽ
載
ヽ
一
ヽ
遇
ヽ
也
」
へ
の
転
訛
が
可
能
で
あ
る
か
検

証
す
べ
く
、
そ
の
過
程
を
以
下
の
よ
う
に
想
定
し
て
み
た
。

　
　

①
于
斯
時
也
樂
生
之
志
千
載
一
遇
夫
千
載
一
遇
之
世
亦
將
行
千
載
一
隆
之
道

　

ま
ず
、
①
の
『
史
記
』
集
解
本
の
本
文
か
ら
、
上
下
二
つ
の
「
千
載
一
遇
」
に
挟

ま
れ
た
発
語
の
助
字
「
夫
」
が
脱
落
す
る
。
発
語
の
助
字
が
省
略
さ
れ
る
現
象
は
、

し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
脱
落
の
結
果
、本
文
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　

②
于
斯
時
也
樂
生
之
志
千
載
一
遇
千
載
一
遇
之
世
亦
將
行
千
載
一
隆
之
道

　

反
復
す
る
一
連
の
文
字
（
今
回
の
場
合
は
「
千
載
一
遇
」
の
四
字
句
）
を
重
文
符

号
に
よ
り
略
記
す
る
に
あ
た
り
、
通
常
、
反
復
す
る
二
つ
の
語
句
の
間
に
別
の
文
字

が
挟
ま
る
こ
と
は
な
い
。
①
の
本
文
か
ら
発
語
の
助
字
「
夫
」
が
脱
落
し
、
②
の
形

と
な
る
こ
と
で
、「
千
載
一
遇
」
は
重
文
符
号
に
よ
っ
て
略
記
さ
れ
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
。
次
に
そ
の
一
文
を
示
す
が
、
重
文
符
号
に
は
先
述
の
通
り
、
よ
り
一
般
的

で
圧
倒
的
な
使
用
頻
度
を
有
す
る
二
点
（「
〻
」）
を
用
い
る
。

　
　

③
于
斯
時
也
樂
生
之
志
千
〻
載
〻
一
〻
遇
〻
之
世
亦
將
行
千
載
一
隆
之
道

　

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
傍
線
部
の
重
文
符
号
「
〻
」
と
「
之
」
字
と
の
字
形

の
近
似
で
あ
る
。「
之
」
字
は
、
字
体
・
書
体
に
よ
っ
て
は
「
〻
」
と
か
な
り
の
近

似
性
を
持
つ
。
こ
れ
に
よ
っ
て
書
写
時
に
錯
誤
が
惹
き
起
こ
さ
れ
、「
之
」
字
が
脱

落
し
た
も
の
と
考
え
る
（
（1
（

。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
或
い
は
助
字
「
之
」
の
省
略
と
見

て
取
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
の
場
合
で
も
、「
之
」
が
本
文
よ
り
消
失
す
る
可
能
性

を
持
つ
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
。
こ
の
結
果
、
次
の
④
の
本
文
が
現
れ
る
。

　
　

④
于
斯
時
也
樂
生
之
志
千
〻
載
〻
一
〻
遇
〻
世
亦
將
行
千
載
一
隆
之
道

　

④
で
注
目
し
た
い
の
が
、
傍
線
部
中
の
「
世
」
字
で
あ
る
。
本
来
の
本
文
と
仮
定

す
る
「
世
」
字
と
、
現
行
王
書
「
楽
毅
論
」
該
当
部
分
に
見
え
る
「
也
」
字
と
は
、

語
義
上
の
近
似
性
は
全
く
な
い
も
の
の
、
こ
れ
も
魯
魚
の
誤
り
を
生
じ
さ
せ
る
に
は

十
分
な
字
形
上
の
近
似
性
を
持
つ
。『
史
記
』
太
史
公
自
序
の
本
文
「
有
司
靡
踵
彊
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［光明皇后筆「楽毅論」に見える重文符号］……大渕貴之

弱
之
原
云
以
世
」
に
対
し
て
、

　
　

集
解
、
徐
廣
曰
、
一
作
云
已
也
。

索
隱
案
、
…
…
以
（=

㠯
）
當
作
已
。
世
當
作
也
。
竝
誤
耳
。
云
已
也
、
皆
語

助
之
辭
也
。

と
の
注
釈
が
見
え
る
の
も
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。「
世
」
を
「
也
」
に
誤
っ
た
結
果
、

以
下
の
通
り
、
光
明
皇
后
臨
写
本
に
同
じ
本
文
（
但
し
、
光
明
皇
后
臨
写
本
の
重
文

符
号
は
「
ヽ
」）
が
生
成
さ
れ
る
。

　
　

⑤
于
斯
時
也
樂
生
之
志
千
〻
載
〻
一
〻
遇
〻
也
亦
將
行
千
載
一
隆
之
道

　

⑤
の
形
か
ら
、
重
文
符
号
の
一
部
或
い
は
全
部
を
失
え
ば
、
光
明
皇
后
臨
写
本
以

外
の
現
存
す
る
王
書
「
楽
毅
論
」
の
本
文
と
な
る
。

　

以
上
、『
史
記
』
集
解
本
を
原
型
と
す
る
王
書
「
楽
毅
論
」
本
文
へ
の
転
訛
過
程

を
想
定
し
て
み
た
。
こ
の
他
、
③
の
本
文
に
お
い
て
、
ま
ず
「
世
」
が
「
也
」
に
誤

写
さ
れ
、
意
味
上
浮
い
て
し
ま
う
「
之
」
字
が
落
ち
た
と
み
る
こ
と
も
可
能
か
も
知

れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、『
史
記
』
集
解
本
の
形
を
出
発
点
と
す
る
異
文
の
生
成

と
し
て
説
明
可
能
で
あ
る
。『
冊
府
元
亀
』
巻
八
二
九
に
引
く
「
楽
毅
論
」
が
、

　
　

于
斯
時
也
、
樂
生
之
志
、
千
載
一
遇
之
世
、
亦
將
行
千
載
一
隆
之
道
。

と
傍
線
部
の
よ
う
に
作
る
の
も
、
書
写
に
当
た
っ
て
、
二
度
繰
り
返
さ
れ
る
「
千
載

一
遇
」
の
一
つ
目
を
筆
写
の
後
、
視
線
を
原
書
に
戻
し
た
際
、
二
つ
目
の
「
千
載
一

遇
」
に
目
移
り
し
た
結
果
と
考
え
ら
れ
、『
史
記
』
集
解
本
の
形
が
、
夏
侯
玄
撰
「
楽

毅
論
」
の
原
型
で
あ
っ
た
と
す
る
仮
定
の
妥
当
性
を
強
化
し
て
く
れ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
王
羲
之
自
身
が
目
に
し
、
書
写
し
た
「
楽
毅
論
」
の
本
文
は
、
如
何

な
る
形
、
す
な
わ
ち
上
述
し
た
転
訛
過
程
の
う
ち
、
い
ず
れ
の
段
階
の
本
文
で
あ
っ

た
の
か
、
最
後
に
こ
の
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

四
、
王
書
「
楽
毅
論
」「
千
載
一
遇
」
句
の
真
蹟

　

完
全
な
加
点
を
確
認
で
き
る
光
明
皇
后
臨
写
本
を
筆
頭
に
、
加
点
の
痕
跡
の
見
え

る
い
く
つ
か
の
法
帖
に
基
づ
い
て
、
王
書
の
真
蹟
に
重
文
符
号
の
加
点
が
存
在
し
た

こ
と
は
認
め
て
良
い
と
考
え
る
。
こ
の
点
、
先
に
見
た
藤
原
氏
の
指
摘
に
同
じ
で
あ

る
。
こ
れ
に
加
え
て
筆
者
は
、現
行
王
書
の
「
也
」
字
は
、王
書
真
蹟
に
お
い
て
「
世
」

字
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、前
節
④
の
本
文
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、

王
書
「
楽
毅
論
」
に
見
え
る
重
文
符
号
が
「
ヽ
」
で
あ
り
、ま
た
王
羲
之
の
書
く
「
之
」

字
に
し
て
も
「
〻
」
と
錯
誤
を
生
じ
さ
せ
る
よ
う
な
字
形
で
な
い
点
を
考
え
れ
ば
、

③
の
本
文
は
考
え
が
た
い
。

　

先
に
も
触
れ
た
と
お
り
、「
千
載
一
遇
千
載
一
遇
也
（
千
載
一
遇
に
し
て
千
載
一

遇
な
り
）」
で
は
、
文
意
が
必
ず
し
も
明
瞭
で
は
な
く
、
む
し
ろ
不
自
然
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
か
っ
た
。
実
際
、
諸
法
帖
の
ほ
と
ん
ど
が
、
四
字
全
て
に
対
す
る
重

文
符
号
の
加
点
を
落
と
し
て
い
る
の
も
、
原
因
は
こ
の
点
に
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

　

森
野
繁
夫
氏
は
、
論
考
「
王
羲
之
と
『
楽
毅
論
』」（『
言
語
文
化
』№2　

四
国
大
学

附
属
言
語
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
四
年
）
に
お
い
て
、
王
羲
之
が
「
楽
毅
論
」
を
書

写
し
た
動
機
の
所
在
は
、
東
晋
の
国
家
経
営
を
危
う
く
す
る
北
伐
回
避
の
た
め
孤
軍

奮
闘
す
る
も
聞
き
入
れ
ら
れ
な
い
情
況
に
あ
っ
た
王
羲
之
が
、
楽
毅
の
莒
・
即
墨
二

城
に
対
す
る
不
侵
戦
術
は
愚
昧
な
戦
術
で
は
な
く
、
仁
道
に
よ
る
無
血
攻
略
を
狙
っ

た
上
策
と
す
る
夏
侯
玄
の
論
に
強
く
共
感
し
た
こ
と
に
あ
る
と
説
か
れ
た
。
筆
者
も

同
意
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
『
史
記
』
集
解
に
見
え
る
「
千
載
一
遇
」
句
の
本
文
、
ま
た
そ
れ
と
文
意
を
同
じ

く
す
る
前
節
④
の
本
文
は
、
仁
道
に
よ
る
教
化
策
を
志
す
楽
毅
が
、
哲
学
を
同
じ

く
す
る
主
君
昭
王
と
千
載
一
遇
の
奇
跡
的
巡
り
合
い
を
得
て
、
そ
の
千
載
一
遇
の
世

に
、
千
年
に
一
度
の
国
家
隆
盛
の
道
を
築
き
上
げ
よ
う
と
し
た
と
説
く
一
節
に
あ
た
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る
。
楽
毅
の
志
が
昭
王
の
志
と
「
千
載
一
遇
」
を
得
た
と
言
い
切
っ
た
う
え
で
、「
千

載
一
遇
（
之
）
世
」
に
「
千
載
一
隆
之
道
」
を
行
な
お
う
と
し
た
と
、「
千
載
一
遇
」

を
重
ね
つ
つ
そ
の
次
に
は
「
千
載
一
隆0

」
と
変
化
さ
せ
る
文
章
構
成
は
、「
千
載
一
～
」

の
畳
か
け
が
間
延
び
す
る
こ
と
な
く
文
中
に
一
つ
の
山
場
を
作
り
上
げ
、
読
む
者
に

昭
王
と
巡
り
合
っ
た
楽
毅
が
、
将
に
理
想
の
政
治
に
邁
進
し
よ
う
と
し
た
勢
い
を
感

じ
さ
せ
る
。
東
晋
の
将
来
の
た
め
、
度
重
な
る
北
伐
回
避
の
献
策
を
行
な
い
な
が
ら

も
、
決
し
て
受
入
れ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
王
羲
之
の
心
に
響
き
、
書
写
す
る
に

至
っ
た
本
文
は
、「
世
」
を
「
也
」
に
誤
っ
て
文
章
の
流
れ
に
遅
滞
あ
る
現
行
王
書

本
文
で
は
な
く
、
正
し
く
「
世
」
に
作
る
④
の
本
文
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
王
書

真
蹟
が
臨
模
を
重
ね
ら
れ
る
間
に
「
世
」
字
は
「
也
」
字
へ
と
転
訛
し
、
重
文
符
号

の
加
点
も
多
く
の
臨
模
本
で
脱
落
し
て
い
く
な
か
、光
明
皇
后
御
覧
の
模
本
は
、「
也
」

字
に
転
訛
し
つ
つ
も
加
点
を
留
め
た
一
本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

王
書「
楽
毅
論
」に
つ
い
て
は
、梁
武
帝（
四
六
四
～
五
四
九
）と
陶
宏
景（
四
五
六

～
五
三
六
）
と
の
間
で
梁
内
府
所
蔵
本
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
れ
が
真
蹟
で
は
な
い
と
の

結
論
で
一
致
す
る
等
、
早
く
か
ら
臨
模
本
の
み
に
て
の
流
伝
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
現
存
す
る
王
書
「
楽
毅
論
」
か
ら
そ
の
真
蹟
を
窺
い

知
る
こ
と
は
、
も
は
や
不
可
能
と
言
う
ほ
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
「
真

蹟
」
と
い
う
意
味
も
、
書
風
と
い
う
藝
術
上
の
観
点
が
問
題
と
な
る
場
合
な
ら
と
も

か
く
、
王
羲
之
が
目
に
し
、
書
写
し
た
本
文
（
テ
キ
ス
ト
）
と
い
う
観
点
か
ら
探
る

場
合
に
は
、
未
だ
考
察
の
余
地
が
存
在
す
る
よ
う
に
思
う
。
本
稿
は
、
わ
ず
か
「
千

載
一
遇
」
句
の
た
め
に
贅
言
を
弄
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
が
、
明
瞭
な
加
点
を
見

せ
る
国
宝
光
明
皇
后
臨
写
本
が
、
王
書
「
楽
毅
論
」
本
文
の
原
型
考
察
に
と
っ
て
重

要
な
価
値
を
持
つ
一
本
で
あ
り
、
ま
た
重
文
符
号
「
ヽ
」
の
用
法
を
今
に
伝
え
る
貴

重
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
を
示
せ
た
な
ら
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
1
）　

春
名
好
重
『
書
の
古
代
史
』
九
八
頁
、
新
人
物
往
来
社
、
一
九
八
七
年

（
2
）　

福
本
雅
一
編
『
中
国
碑
帖
選
訳
注
』
上
、
二
三
二
～
二
四
八
頁
、
玉
林
堂
、
一
九
八
四
年

（
3
）　

桃
山
艸
介
解
説
『
王
羲
之
：
楽
毅
論
・
黄
庭
経
・
東
方
朔
画
賛
・
考
女
曹
娥
碑
』（
書
聖
名

品
選
集
四
）
六
～
三
九
頁
、
マ
ー
ル
社
、
一
九
八
五
年

（
4
）　

前
掲
書
二
三
五
頁
を
参
照
。

（
5
）　

王
羲
之
名
品
字
帖
第
一
巻
、
雄
山
閣
、
一
九
九
七
年

（
6
）　

前
掲
、
飯
島
太
千
雄
編
著
『
楽
毅
論
集
』
一
五
六
～
一
五
七
頁

（
7
）　

他
の
記
号
「
合ご
う
ぶ
ん
ご
う

文
号
」
の
歴
史
的
展
開
に
関
連
し
、「
重
ち
ょ
う
ぶ
ん
ご
う

文
号
」
の
呼
称
を
用
い
て
そ
の
用

法
を
紹
介
し
た
和
文
の
論
考
に
、松
清
秀
一「
合
文
号
と
重
文
号
に
つ
い
て
」（
平
形
精
一
編『
文

字
文
化
と
書
写
書
道
教
育
』
所
収
、
萱
原
書
房
、
二
〇
一
一
年
）
が
あ
り
、
参
考
と
し
た
。

（
8
）　

任
遠「
古
代
重
文
符
号
略
論
」（『
語
言
研
究
』
一
九
九
〇
年
第
一
期
、
八
七
～
九
一
、一
二
五

頁
）、
袁
暉
ほ
か
著
『
漢
語
標
点
符
号
流
変
史
』（
湖
北
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）、
張
少

艶『
敦
煌
書
儀
語
言
研
究
』第
三
章
第
二
節「
特
殊
的
抄
写
符
号
」（
商
務
印
書
館
、二
〇
〇
七
年
）

等
を
参
照
。

（
9
）　

同
朋
舎
出
版
・
文
物
出
版
社
編『
中
国
真
蹟
大
観
』（
同
朋
舎
出
版
、一
九
九
五
年
）を
用
い
た
。

（
10
）　

重
文
号
「
〻
」
を
「
之
」
字
に
誤
認
す
る
こ
と
で
生
じ
る
文
字
異
同
に
つ
い
て
は
、
鮑
善
淳

「
重
文
表
示
法
与
古
籍
校
勘
」（『
安
徽
教
育
学
院
学
報
』
一
九
九
〇
年
第
一
期
、七
九
～
八
二
頁
）

に
「
三
、
因
不
識
重
文
号
而
致
誤
例
」
の
項
目
を
立
て
て
詳
細
な
論
述
が
あ
り
、
大
い
に
啓

発
を
受
け
た
。

註

（
鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

（
二
〇
一
四
年
七
月
二
八
日
受
付
、
二
〇
一
四
年
一
二
月
一
日
審
査
終
了
）
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